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小学校第５学年 総合的な学習の時間 学習指導案 
期 日 平成 23 年７月 13日（水）第５校時 

場 所 錦町立一武小学校 ５年１組教室 

指導者 教諭 吉田慎也 

１ 単元名 

安全な米作り～アイガモ農法米作りを体験しよう～ 

２ 単元について 

(1) 単元観 

本校の総合的な学習の時間では，地域や社会，自然とかかわり，主体的，協同的に問題を解決し，探 

究する力を育てることで，自己の生き方を考え，ふるさとに対する親しみと愛着を高めることを目標と 

している。 

本校は周囲を田畑に囲まれ，農業が盛んな地域である。しかし，食生活や時代の移り変わりの中で， 

家庭での米の消費量は減り，地域で作られる米との関わりも少なくなっている。 

そこで，本校５年生では， 「食と環境」というテーマのもと，毎年，総合的な学習の時間に「米作り」 

に取り組んでいる。 

今年度は，米作りを始める前に，普段口にしている食物が栽培，収穫，輸送される様子を映像で視聴 

することで，本校における米作りの方向性について考えるようにした。児童はポストハーベストされて 

いる小麦や野菜の様子から，安全でおいしい米を作ることを活動の目標として考え，安全でおいしい米 

を作るためには，どのような農法がいいのかについて調べ，その結果，アイガモを使った無農薬での米 

作りに取り組むことにした。 

アイガモ農法に取り組むことで， 米作りとともに， アイガモ飼育等の体験から， 食の安全や命の尊さ， 

環境保全の取組などの課題を発見したり，主体的に情報を収集，整理・分析したり，まとめ表現したり 

するなど探究的な活動の展開が期待できる。 

また，地域にアイガモ農法に取り組まれている農家があり，継続的に専門的な指導助言を受けること 

ができる環境がある。こうしたことからも，米作りにおける地域の専門家との関わりを通して，ふるさ 

とに対する親しみと愛着とともに，地域の一員としての自覚を持つことが期待できる。 

さらに，活動の過程において，アイガモ農法に関する情報の収集や情報の発信を行うことで，本校の 

総合的な学習の時間における育てたい資質や能力の育成とともに， 必然性のある情報モラルの育成など， 

児童の情報活用能力の育成が期待できると考える。 

(2) 系統観 

３年生 

「一武っ子探検隊」 

４年生 

「一武っ子環境調査隊」 

５年生 

「食と環境」 

６年生 

「現在・過去・未来」 

■錦町のじまんを探そう 

■錦町のじまんカルタを 

作ろう 

・特産物の調査 

・校区で働く人調べ 

・校区の史跡調べ 

■一武っ子環境調査隊 

■広げよう！わたしたち 

にできること 

・ツクシイバラ見学 

・水性生物による水質調 

査 

・マイバッグ作り 

・ゴミ環境ポスター 

・ユニバーサルデザイン 

■アイガモ農法米作 

りを体験しよう 

・アイガモの孵化・ 

世話 

・田おこし 

・しろかき･田植え 

・稲刈り 

・脱穀 

・アイガモの行方 

・しめ縄作り 

・餅つき 

■知りたい，聞きたい， 

錦町！ 

■くらんど太鼓を極め 

よう！ 

■一武小独自の和太鼓 

を創り出そう！ 

・錦町の特産物 

・歴史，史跡 

・丸目蔵人 

・自然・産業調べ 

・錦町ガイドブック作成 

・くらんど太鼓
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(3) 児童観 

○本学級は男子 11 人，女子 12人の計 23 人である。明るく活発であり，学習に対して意欲的に取り組む 

児童が多い。全員が総合的な学習の時間を楽しいと感じている。また，これまでの体験から，校区や 

地域を調べることについて，78％の児童が楽しいと感じている。 

○学校の敷地内に田があり，米作り体験での活動においては，毎日の観察，記録等が十分に行える環境 

にある。 

○他の教科等の学習においてもグループ学習を行い，意見交換をしながら問題を解決するという活動を 

取り入れており，友達と協力して活動することについては，全員が楽しいと感じている。 

○本学級の児童は，これまでの各教科や総合的な学習の時間において，壁新聞やポスター，パンフレッ 

トの作成，実物投影機を使っての発表等を経験している。しかし，学習したことをまとめたり，伝え 

る相手によって発信の方法を考えたりすることについては，約半数の児童が，自信がないと感じてい 

る。 学習内容をまとめ， 伝える相手に合った発信の方法を選択するといった能力の育成が必要である。 

○各教科等でのインターネットを活用した調べ学習やワープロ等での資料作成などには，多くの児童が 

意欲的に取り組むことができる。しかし，ローマ字入力などのスキルについては習熟に差があり，各 

自，昼休み等の機会にタイピング練習ソフト等での習熟を図っている。 

(4）指導観 

○単元の導入で，小麦や野菜等の栽培，収穫，輸送の様子を映像を視聴することで，自分たちの米作り 

の方向性について考えられるようにする。 

○校区でアイガモ農法をされている方を指導者として招くことで，専門的な技術指導を頂く。 

○他者と協同して課題解決に取り組む場面を設定することで，多様な視点から，考えを深めることがで 

きるようにする。 

○毎時間，活動のめあてを設定し，活動後に振り返りを行うことで，主体的に学習に取り組むことがで 

きるようにする。 

○活動を通して体験したことを発信する際には，誰に向けて，何のために伝えるのかといった相手意識 

や目的意識をもたせることで，主体的に活動に取り組むことができるようにする。 

○情報を発信する際に，発信方法のメリットやデメリットに気づかせ，伝える相手に合った発信の方法 

を選択することができるようにする。 

○デジタルカメラや大型ディスプレイ等の ICT機器を活用することで，児童の主体的な活動を促進でき 

るようにする。 

○児童の活動を保護者のみならず地域の方々に伝えるために，学校便りやブログ等で積極的に情報を発 

信していくことで，理解と協力が得ることができるようにする。 

Ｃプロジェクト情報活用能力の育成の視点から 

総合的な学習の時間では，課題を解決するために，情報の収集や発信の場面でインターネット等の 

ICT を活用する事例は多い。こうしたことからも，情報活用の実践力とともに，情報モラルを中心と 

した情報社会へ参画する態度の育成は，総合的な学習の時間にける活動の充実にとって，特に重要と 

なる。 

しかし，そうした情報活用能力の育成の場面を探究の過程に明確に位置付けている事例は少なく， 

単なる調べ学習やスキルの習得に終始している場合が多い。総合的な学習の時間における探究活動の 

過程において，具体的な情報活用場面から育成できる情報活用能力を想定することは，総合的な学習 

の時間における情報活用能力の育成にとって非常に有効であると考える。 

そこで，本単元において，総合的な学習の時間における探究の過程に情報活用場面を位置付け，具 

体的な実践を通して，総合的な学習の時間で育てようとする資質や能力とともに，児童の情報活用能 

力の向上を目指す。 

具体的には，アイガモ農法での米作りの様子を伝えるために，各種メディアの特性を調べ，発信の 

目的と対象に応じて適切な発信方法を考える活動を行い，情報を適切に活用する能力の育成を目指 

す。また，探究の過程において，活動の流れに沿った，必然性のある情報モラル学習の展開を行うこ 

とで，児童の情報モラルの育成を目指す。
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３ 単元の構想（55時間） 

インターネットや図書資料，インタビューでの調査 調べたことをもとに話し合う 

（20 時間） 

専門家に教えてもらおう 

○アイガモ卵の孵化 

○田起こし 

○しろかき 

○田植え 

○アイガモを田に放つ 

○アイガモのお世話 

○アイガモを田からあげる 

○かかし作り 

○稲刈り 

○脱穀 

■安全な食について調べよう 

(11 時間） 
・アイガモ農法以外にはどんな取組があるのかな？ 

・まとめたものを地域の人に伝えたいな！ 

・農薬についても詳しく調べたい！ 

■できたお米をどうしよう（８時間） 

・私たちのお米を他の人にも食べてもらおう 

・オリジナルラベルを作ろう 

・ボランティアとして配付したらどうかな？ 

■アイガモ農法米作りの様子を伝えよう 

（６時間） 

・私たちのアイガモ農法をたくさんの人に 

見てほしいなぁ！ 

・どんなことを記録すればいいかな？ 

・写真もあったがいいねぇ 

■アイガモはどうするの？ 

（６時間） 
・がんばってくれたアイガモはどうするの？ 

・食べたらおいしいっていう人もいるよ 

・私は反対!かわいそう! 

お米はどうやって 

作るの？ 

おいしいお米が 

出来るといいなぁ 
こんな食料を食べて、 大丈 

夫なのかな？ 

どんなお米を作ろう？（４時間） 

安全でおいしいお米を作ろう 
農薬がないと 

虫がつくの？ 

無農薬での米作りも 

あるみたい 

アイガモ農法米作りに挑戦！（51 時間） 

どうすれば伝えられるかな？ 

どうすれば調べられるかな？ 

しっかり話し合って決めよう 

専門家の意見 
を聞こう 

「命」について考えよう 

今度はかかしに 
守ってもらおう 

できたお米を食べるだけでいいかな？ 
伝統文化体験 

○しめ縄作り体験 

○餅つき体験 
地域の人に 

教えてもらおう 

お米は私たちの生活につ 
ながっているんだなぁ 

たくさんの人に 
伝えたいなぁ 

ビデオ視聴 

体験活動 ※専門家の指導のもとに活動する 課題解決活動 ※体験活動から生まれた課題を解決する 

アイガモ農法米作り体験 

体験活動から 

生まれた課題 

田んぼでアイガ 

モを見たよ 

体験活動から 

生まれた課題
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４ 単元の目標と「アイガモ農法米作りの様子を伝えよう」における評価規準 

単元の目標 
「米」が自分たちのくらしの中に密接に関わっていることに気づき，先人の自然環 

境を生かした知恵や思いに共感することができる。 

課題発見力 
①情報を伝える相手と伝える方法を考えている。 

②継続的にニュースを発信する計画を立てている。 

情報収集力 
①ニュースを作成するための必要な情報を収集している。 

②収集した情報をニュース作成のために整理・分析している。 

表現力 ①整理・分析した情報をもとに，ニュースを作成している。 

自己発見力 
①情報発信方法のメリットから，伝えたい相手への発信方法を決めている。 

②活動を振り返り，次の活動に生かそうとしている。 

かかわる力 ①グループのメンバーと協同して活動している。 

５ 指導・評価の計画（「アイガモ農法米作りの様子を伝えよう」における計画） 

（６時間取扱い 本時 ２/６） 

次 時 学習活動 
指導上の留意点 

※Ｃプロジェクトの視点 
評価基準（基準B） （評価方法） 

１ 

１ 

○アイガモ農法米作り活動 

の発信について考える。 

(1) だれに伝えるのか考 

える。 

(2) 伝える方法を考え 

る。 

・発信することの意義につ 

いて考えることで，発信す 

ることの目的を持つことが 

できるようにする。 

※発信方法の特徴を考えさ 

せることで，それぞれの発 

信方法の特性に気付くよう 

にする。 

課題発見力①（観察・学習シート） 

情報を伝える相手と伝える方法を 

考えている。 

情報収集力①（観察・学習シート） 

ニュースを作成するための必 

要な情報を収集している。 

２ ２ ○各自が発信したいと考え 

る発信対象ごとにグループ 

を作り，発信の方法を決め 

る。 

※それぞれの発信方法の特 

性から考えさせることで， 

発信対象に適した発信方法 

を選択できるようにする。 

自己発見力①（観察・学習シート） 

情報発信方法のメリットから，伝 

えたい相手への発信方法を決めて 

いる。 

３ ３

・

４ 

○発信の際に気をつけるこ 

とについて考える。 

(1) 文字での伝達の際，誤 

解の生じる危険。 

(2) 肖像権，著作権。 

・問題発生場面のビデオク 

リップを視聴することで， 

問題発生の状況を確実に理 

解できるようにする。 

かかわる力①（観察） 

グループのメンバーと協同し 

て活動している。 

４ ５ ○発信対象に適した方法で 

ニュースを作成する。 

・発信方法の特性と留意点 

を再確認することで，それ 

らに気をつけてニュースを 

作成することができるよう 

にする。 

※文字伝達の際の留意点や 

肖像権，著作権等の前時の 

学習を想起させることで， 

発信対象に適したニュース 

が作成できるようにする。 

情報収集力②（観察・学習シート） 

収集した情報をニュース作成 

のために整理・分析している。 

表現力①（観察・学習シート） 

整理・分析した情報をもとに， 

ニュースを作成している。 

５ ６ ○作成したニュースを各自 

の方法で発信する。 

(1) 今後の発信計画を立て 

る。 

(2) 活動を振り返る。 

・発信回数や発信時期など 

具体的に計画を立案するこ 

とで，継続的な活動につな 

がるようにする。 

課題発見力②（観察・学習シート） 

継続的にニュースを発信する計画 

を立てている。 

自己発見力②（観察・学習シート） 

活動を振り返り， 次の活動に生 

かそうとしている。 

【
本

時
】
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６ 本時の学習 

(1) 目標 

アイガモ農法米作りの様子を伝えるための情報発信方法を決めることができる。 

(2) 評価基準 自己発見力①（観察・学習シート） 

（基準Ｂ）情報発信方法のメリットから，伝えたい相手への発信方法を決めている。 

（基準Ａ）情報発信方法のメリット，デメリット双方から，伝えたい相手への発信方法を決めている。 

(3) 展開 

過程 
学習活動 

【学習形態】 
主な発問・指示（○） 

教師の留意点及び評価 

※Ｃプロジェクトの視点 
備考 

導入 

５分 

１ 本時のめあてを 

つかむ。 【一斉】 

・情報発信方法の特性 

を確認する。 

○発信方法の特性を確認 

しましょう。 

○伝えたい相手へ伝える目的を確認 

することで，本時のめあてへと導く。 

○前時に作成した情報発信方法一覧 

図をもとに， それぞれの発信方法の特 

性を確認させることで， 発信方法の特 

性を確認できるようにする。 

情報発 

信方法 

一覧図 

学習 

シート 

電子黒 

板

実物投 

影機 

学習 

シート 

展開 

30分 

２ グループごとに， 

各自が考えた方法 

を出し合い， 一番伝 

わる発信方法を決 

める。 

【グループ】 

３ グループで検討 

したことを発表し， 

それぞれの方法を 

全体で検討する。 

【一斉】 

○各自考えた発信の方法 

をグループで出し合いま 

しょう。 

○情報発信方法一覧図を 

もとに，伝えたい相手に一 

番伝わる発信方法を決め 

ましょう。 

○グループで話し合って 

決めた方法とその理由を 

発表しましょう。 

○各自が考えた伝えたい相手が， 同じ 

メンバー同士でグループを編成する 

ことで， 伝えたい相手へ一番伝わる発 

信の方法を考えられるようにする。 

※情報発信方法一覧図をもとに， それ 

ぞれの発信方法の特性を考えること 

で，発信方法のメリット，デメリット 

に気付くようにする。 

※実物投影機等を活用し， グループご 

との発信方法と理由を拡大掲示する 

ことで， 各方法の妥当性を， 全体で検 

討できるようにする。 

※発信方法の特性と，「簡単に・日常 

的に・確実に」伝えられるかという 

視点で検討できるようにする。 

整理 

10分 

４ 本時の学習を振 

り返る。 【個人】 

５ 本時の活動につ 

いてまとめ， 次時の 

予告をする。【一斉】 

○今日の学習で気付いた 

ことや感想を，学習シート 

にまとめましょう。 

○次の授業では，発信する 

時に気を付けることにつ 

いて考えていきましょう。 

○机間指導をしながら， 必要に応じて 

助言する。 

【評価：自己発見力①（観察・学習シ 

ート）】 

〈Ｂ基準に達しない児童への手立て〉 

情報発信方法一覧図から， それぞれ 

の発信方法のメリットを読み取って 

整理できるように支援することで， 伝 

えたい相手への発信方法を決めるこ 

とができるようにする。 

○数人の児童に気付きや感想を発表 

する場を設定することで， 本時の活動 

を振り返られるようにする。 

○次時の活動のめあてについて確認 

することで， 見通しをもった活動が展 

開できるようにする。 

伝えたい相手に確実に伝えるための発信方法を決めよう！
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